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学校概要
Educational Philosophy and Chronology

0 6 Educational Philosophy and Chronology

幼稚舎、男女共学となる。
高等学校と志木高等学校を設ける。

 
芝新銭座に移り、「慶應義塾」と命名する。 
現在の三田山上に移る。 

中等部を設置し、男女共学を始める。 

 
女子高等学校を現在地に設ける。 
女子高等学校の現校舎が完成する。 
ニューヨーク学院（高等部）を設ける。 
湘南藤沢中等部・高等部を設ける。 
女子高等学校創立 50 周年を迎える。
横浜初等部を設ける。
女子高等学校の別館が完成する。

普通学科を設置し、中等教育を始める。
後に普通部となる。

大学部を設け、文学科・理財科（後の
経済学部）・法律科が置かれる。 

和田塾による初等教育を始める。
後に幼稚舎となる。 

江戸築地鉄砲洲に蘭学塾を開く。
福澤塾と呼ばれる。

慶應4年（1868）
明治4年（1871）

昭和22年（1947）

昭和25年（1950）
昭和49年（1974）
平成2年（1990）
平成4年（1992）
平成12年（2000）
平成25年（2013）
平成26年（2014）

昭和23年（1948）

明治31年（1898）

明治23年（1890）

明治7年（1874）

安政5年（1858）

慶應義塾の創立者福澤諭吉は、学問を修める過程で、「智徳」とともに「気品」を重視し、社会の先導者にふさわしい

人格形成を志しました。福澤が門下生たちにその志を託した「慶應義塾の目的」と呼ばれる一文があります。「慶應義塾

は単に一所の学塾として自から甘んずるを得ず。其目的は我日本国中に於ける気品の泉源、智徳の模範たらんことを期し、

之を実際にしては居家、処世、立国の本旨を明にして、之を口に言ふのみにあらず、躬行実践、以て全社会の先導者

たらんことを欲するものなり」これは慶應義塾の真に目的とするところを最も簡明に言い表した一文として知られています。

明治5年、福澤諭吉は『学問のすゝ め』初編で学問の重要性を説き、「身も独立し家も独立し天下国家も独立すべし」

と教えました。この精神は「独立自尊」の四字に要約され、慶應義塾のモットーとなっています。

■ 慶應義塾女子高等学校の
 教育理念

■ 慶應義塾の建学の理念

■ 慶應義塾と本校の歴史

本校は生徒を細かな校則で型にはめるのではなく、それ

ぞれの個性を尊重しながら、自由な雰囲気の中で共に学ぶ

学校です。慶應義塾は一貫教育を行なっており、大学

入試を目的にすることはありません。生徒が自由に学び、

一人ひとりの中に眠る優れたものを自らが考え、開発・

発育させ、そして自身の生き方・新しい世界を創造して

ゆく機会や場をつくることが、慶應女子高の教育です。

福澤諭吉が説いた「独立自尊」の精神は、本校の教育の

中に脈 と々生きています。自分を大切にし、他人の立場

と意見を尊重し、自分を愛する気持ちで隣人を愛する人

となるよう、知性を磨き情操を育てるのです。

「独立自尊」の精神の涵養（かんよう）
～自由・開発・創造～
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0 7Curriculum

1年次には、特定の分野に偏らない幅広い基礎的な知識

と教養を習得します。

2年次からは豊富な選択科目が設置されています。選択

科目では、生徒各自の進路や知的興味に応じた専門的・

学究的な知識と教養を習得していきます。例えば、フランス

語や中国語などの外国語や、本校教員だけでなく慶應

義塾大学の教員が担当する専門的な内容の授業を履修

することができます。

特色ある教育としては、国語科において、2年次には

原稿用紙 80枚以上の小説を執筆する「80 枚創作」、

白居易の漢詩をそらんずる「長恨歌暗誦」、3年次には

文学作品に関する論文を作成する「国語科レポート」など

の課題があります。これらは、すべての基礎となる日本語力を

高めることを目標にしています。

豊富な選択科目の中から、
興味のあるものを

必修選択科目 〈2時間〉

必修科目 〈32時間〉 現代の国語、言語文化、地理総合、公共、数学 I、数学A、化学基礎、生物基礎、体育、
英語コミュニケーションI、論理・表現 I、家庭総合、情報Ⅰ、総合的な探究の時間、HR

芸術（音楽 I、美術 I）

必修科目 〈26時間〉 文学国語、古典探究、歴史総合、政治・経済、数学Ⅱ、物理基礎、体育、保健、
英語コミュニケーションⅡ、家庭総合、総合的な探究の時間、HR

自由選択科目 〈6時間〉 国語演習、地歴演習、公民演習、数学B、化学、生物、工芸 I、書道 I、器楽 A、声楽 A、
絵画A、英語演習、家庭演習、情報Ⅱ

必修選択科目 〈2時間〉 外国語（論理・表現Ⅱ、ドイツ語、フランス語、中国語）

自由選択科目 〈14時間〉
国語演習、社会演習、数学Ⅲ、数学 C、数学演習、物理、化学、生物、科学と人間生活、 
地学基礎、理科演習、体育演習、器楽B、声楽B、絵画B、造形、総合書道、英語演習、
家庭演習、情報Ⅱ、情報演習

必修選択科目 〈6時間〉 地理歴史（日本史探究、世界史探究）、
外国語（論理・表現Ⅲ、ドイツ語、フランス語、中国語）

必修科目 〈14時間〉 論理国語、古典探究、体育、英語コミュニケーションⅢ、総合的な探究の時間、HR

第 1 学年設置科目

第 2 学年設置科目

第 3 学年設置科目
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慶應義塾女子高等学校


